
《教育関連学会連絡協議会・公開シンポジウム》

教育学教育のあり方と教職課程カリキュラムの再検討

―教育学分野の参照基準の作成に向けて―

登壇者:  松下佳代（京都大学） 「教育学分野の参照基準の全体構想」
油布佐和子（早稲田大学） 「教職課程コアカリキュラムの課題」
深堀聰子（九州大学） 「教育学分野の参照基準の活用法」

司 会:  吉田 文（早稲田大学）



本日のシンポジウムの趣旨

 「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準
教育学分野」（第一次案）を公開し、意見交換を行う （松下報告）

 それと関連して、すでに運用されている「教職課程コアカリキュラ
ム」を検討の俎上にのせ、その課題について議論する （油布報告）

 イギリスの事例の検討から、参照基準の活用法について示唆を
得る （深堀報告）

 以上を通して、教育学教育のあり方と教職課程カリキュラムにつ
いて再検討を行う
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タイムテーブル

 14:30 開会挨拶・趣旨説明

 14:35 松下報告

 15:05 油布報告

 15:35 深堀報告

 15:55 休憩

 16:05 ディスカッション

 16:55 まとめ・閉会挨拶

 17:00 終了
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